



































子裂を RR翠. RX裂， XX~Iこ分類した.また，各群の
身体活動議，栄養摂攻驚およびi怠液成分iこ法が無いことを
線認した。
{結果] 遺伝子製の強度は RR型19名、R.X~~63 名、
x鎚27名であった、体援を共変緩;とした ANCOVAの結果，
x若手の大総筋横樹海穣は RR十 RX群に比べ有意に小さ










































び持久的アス 1)…ト由来の mtDNAを、 mtDNAを持たな
い円)ヴIeLa細胞に導入し、その縮総(サイブリッめに




mtDNA の多fft~t立、 Cnmbridge Sequen(;eを基準に検出した。
{結果}サイプリッドにおける遺伝子発現は、 C02が1.95
土0.37(1.01-1.95)、16SrR持Aが1.88土0.32(1.16-






16194， 16217， 16223、16245，162.61， 163.l.l. 16325.164合7，
199. 207. 303)において、遺伝子発現あるいはコピ}数
に有意な還が認められたO また多くの多裂欝所において
C02遺伝子発漢に議が認められたため、 C02遺伝子の発、演
とサイプリッドにおける毅素滋繋最とのj鑓遂を欝べたとこ
ろ、有窓な報関が認められたか::0.252，Pく0.05)0[結論}
mtDNAコントロール領域における多裂は、 mtDNAの遺
伝子発議や複製に影響を及ぼす可能性が考えられた告
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